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※本資料は、両面印刷して冊子にす

ることを想定して作成しています。 

令和４年５月 

滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課  

 



小学校 国語

【読み解く力に関連する問題】
〇大問１ 「地域のためにできることについて話し合う（公園の美化）」において、以下の
資質・能力をみている。

・言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉えることができるかどうか。
・必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えることが
できるかどうか。

○大問２ 「物語を読んで、推薦する（那須田淳「銀色の幻想）」において、以下の資質・
能力をみている。

・登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができるかどうか。
・登場人物の相互関係について、描写を基に捉えることができるかどうか。
・人物像や物語の全体像を具体的に想像することができるかどうか。

〇大問３「 経験を基に考えたことを書く（六年生としてがんばりたい
こと）」において、以下の資質・能力をみている。

・文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えることが
できるかどうか。

・文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けることができるか
どうか。

【指導改善のポイント】
☆育成を目指す資質・能力を明確にし、それを身に付けるのに適した言語活動や教材、単元
を設定する。
□ 明確な目的をもって読む活動を促すような言語活動を設定する。
□ 児童の発言をつなげたりまとめたりしながら板書で整理し、物語全体の場面が俯瞰でき

るシートを用いるなど視覚化する。
□ 文章を読んで理解したことについて、既有の知識や理解した内容と結び付けて、自分の

考えをまとめる指導を行う。
□ 物語などを読み、複数の叙述を関係付け、表現の効果を考える活動を取り入れる。
□ 考えたことや伝えたいことを書くような言語活動を設定する。
□ 文章全体の構成や展開が明確になっているかなどの観点から具体的に感想や意見を伝え

合う活動を設定する。
☆言葉の特徴や使い方に関する事項を身に付けることができるよう指導する。
□ 挨拶などの日常会話が、他者との良好な関係を築き、継続させる働きがあるということ

に気付けるよう、日頃の学級経営等を通して指導する。

【全体を通して】
・大問数３問、小問数14問（選択式・短答式・記述式）ともに、昨年度
と同じである。

・学習指導要領の指導事項に即して問題が作成されており、「知識及
び技能」と「思考力、判断力、表現力等」が一体的に出題された。

・話し言葉と書き言葉のちがい、言葉の働き、漢字の書き取り等、基礎的・基本的な知識・
技能を活用できるかどうかが問われた。これらの問題は、大問の中の小問として一体的に
出題された。

・学習指導要領に新設された〔知識及び技能〕の(1)「ア 言葉には、相手とのつながりを
つくる働きがあることに気付くこと」について大問１二で取り上げられた。(1)アの指導
事項が、学力・学習状況調査で取り上げられるのは初めてである。

・大問３二では、〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ｂ書くこと」の
「共有」に関する指導事項が初めて取り上げられた。
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○調査問題の一覧 小学校国語

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関

す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と 書
く
こ
と

読
む
こ
と

一
５・６
イ

〇 〇

二
５・６
ア

〇 〇

三
３・４
エ

〇 〇

四
５・６
オ

○ 〇

一
（１）

３・４
イ

○ 〇

一
（２）

５・６
イ

〇 ○

二
５・６
エ

○ ○

三
５・６
エ

○ 〇

一
５・６
オ

○ 〇

二
５・６
カ

○ ○

三
ア

５・６
エ

○ 〇

三
イ

５・６
エ

○ ○

三
ウ

５・６
エ

○ ○

四
３・４
エ
（イ）

○ 〇

問
題
番
号

問題の概要 出題の意図

学習指導要領の内容

登場人物の相互関係について，
描写を基に捉える

物語から伝わってくることを考え，【森田さん
の文章】の　　　　　　　に入る内容を書く

人物像や物語の全体像を具体
的に想像する

1⃣

【話し合いの様子の一部】における谷原さ
んの発言の理由として適切なものを選択す
る

話し言葉と書き言葉との違いを
理解する

【話し合いの様子の一部】における谷原さ
んや中村さんの発言の理由として適切なも
のを選択する

言葉には，相手とのつながりを
つくる働きがあることを捉える

「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選ん
で，　　　　でどのように話すかを書く

互いの立場や意図を明確にしな
がら計画的に話し合い，自分の
考えをまとめる

2⃣

評価の観点
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度

知識及び技能 思考力，判断力,表現力等

3⃣

文章全体の構成や書き表し方
などに着目して，文や文章を整
える

文章に対する感想や意見を伝
え合い，自分の文章のよいとこ
ろを見付ける

漢字や仮名の大きさ，配列に注
意して書く

学年別漢字配当表に示されて
いる漢字を文の中で正しく使う

【文章２】の　　　　　　の部分を，どのような
ことに気を付けて書いたのか，適切なもの
を選択する

【伝え合いの様子の一部】を基に，【文章２】
のよさを書く

【文章２】の中の　　　　　部アを，漢字を使っ
て書き直す（ろくが）

（一）から（二）に書き直した際，気を付けた
内容として適切なものを選択する

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

【文章２】の中の　　　　　部イを，漢字を使っ
て書き直す（はんせい）

【文章２】の中の　　　　　部ウを，漢字を使っ
て書き直す（したしむ）

【話し合いの様子の一部】で，中村さんが前
田さんに質問し，知りたかったことの説明と
して適切なものを選択する

必要なことを質問し，話し手が
伝えたいことや自分が聞きたい
ことの中心を捉える

【山村さんの文章】の　　　　　　に入る内容
として適切なものを選択する

表現の効果を考える

「ぼく」の気持ちの説明として適切なものを
選択する

登場人物の行動や気持ちなど
について，叙述を基に捉える

「老人」が未来の「ぼく」だと考えられるとこ
ろとして適切なものを選択する
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【伝え合いの様子の一

部】を１人１台端末を用

いてモデルとなる話合い

の動画を視聴し、学習の

見通しをもつ。

正
答
例

・
わ
た
し
の
文
章
の
よ
さ
は
、
今
年
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、
南
さ
ん
の
話
や
、
さ

い
ば
い
委
員
の
活
動
で
反
省
し
た
こ
と
を
書
い
た
り
、
運
動
委
員
と
し
て
進
め
た
い
新
た
な
活
動

を
、
最
後
の
だ
ん
落
に
具
体
的
に
書
い
た
り
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

・
最
後
の
だ
ん
落
に
「
運
動
が
苦
手
な
人
に
も
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ル
ー
ル
や
道
具
を
く

ふ
う
し
た
お
に
遊
び
や
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を
各
学
級
に
し
ょ
う
か
い
し
た
い
」
と
、
一
年
間
で
が
ん

ば
り
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
書
い
た
と
こ
ろ
が
文
章
の
よ
さ
で
す
。

・
わ
た
し
の
文
章
の
よ
さ
は
、
最
初
の
だ
ん
落
で
「
こ
の
一
年
間
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
運
動

委
員
と
し
て
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
た
新
た
な
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
す
」
と
書
く
こ
と
で
、
読

む
人
に
六
年
生
と
し
て
の
決
意
を
つ
た
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
初
の
だ
ん
落
に
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
書
く
と
、
読
む
人
に

六
年
生
と
し
て
の
決
意
が
つ
た
わ
る
ん
だ
ね
。【
文
章
２
】
①

南
さ
ん
の
話
や
、
さ
い
ば
い
委
員
の
活
動
で
反
省
し
た
こ
と
を

書
い
た
り
、
運
動
委
員
と
し
て
ど
ん
な
活
動
が
し
た
い
か
を
具
体

的
に
書
い
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
よ
い
と
こ
ろ
だ
と
言
え
る
よ

ね
。【
文
章
２
】
②

最
後
の
だ
ん
落
に
、
運
動
が
苦
手
な
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
書
い
た
の
も
島
谷
さ
ん
の

文
章
の
よ
い
と
こ
ろ
。【
文
章
２
】
③

推敲する前の文章と書

き直した文章や、振り返

り等を蓄積していくこと

で、自身の変容を自覚す

ることができる。

み
ん
な
と
話
し
た
こ
と
で
、自
分
の
文
章
の
よ
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ

ん
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
よ
。振
り
返
り
に
書
こ
う
。

文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けること
ができる。

③
再
構
築
す
る
。

・
伝
え
合
っ
た
こ
と
を
基
に
、
自
分
の
文
章
の
よ
さ

を
振
り
返
る
。

川
口
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
聞
い
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を

も
と
に
し
て
書
く
と
、
が
ん
ば
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る

文
章
に
な
る
ん
だ
ね
。

【
伝
え
合
い
の
様
子
の
一
部
】
❶

最
初
の
段
落
の
内
容
を
、
最
後
の
段
落
で
具
体
的
に
書
く
と
、

が
ん
ば
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
く
わ
し
く
伝
わ
る
と
い
う
こ
と

は
、文
章
全
体
の
構
成
の
工
夫
が
大
切
な
ん
だ
ね
。

【
伝
え
合
い
の
様
子
の
一
部
】
❷

「
よ
い
と
こ
ろ
」
っ
て
い
う
の
は
、「
文
章
の
書
き
表
し
方
や
構
成

を
工
夫
し
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
だ
ね
。

私
の
文
章
も
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
が
伝
わ
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
不
安
だ
か
ら
、
み
ん
な
の
文
章
を
読
ん
で
感
想
を
伝
え
合

い
た
い
な
あ
。

①
情
報
を
取
り
出
す
。

②
情
報
を
分
析
・
整
理
を
す
る
。

・
【
伝
え
合
い
の
様
子
の
一
部
】
の
二
人
の
会
話

か
ら
、
よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
視
点
に
気
付

く
。

・
感
想
や
意
見
を
伝
え
合
い
、
自
分
の
文
章
の
よ

い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
。
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文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えることができる。

○
学
習
の
目
的
を
理
解
し
、
見
通
し
を
も
つ
。

【言
語
活
動
】

伝
え
合
お
う
「六
年
生
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
」

【学
習
の
流
れ
】
①
自
分
の
考
え
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
文
章
全
体
の
構
成

に
着
目
し
て
文
章
を
整
え
る
。

②
【文
章
１
】【文
章
２
】【伝
え
合
い
の
様
子
の
一
部
】を
読
み
、

文
章
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
視
点
を
知
る
。

③
互
い
の
文
章
を
読
み
合
い
、
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
が
伝
わ
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
か
、

書
き
表
し
方
や
構
成
か
ら
具
体
的
に
感
想
を
伝
え
合
う
。

④
伝
え
合
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
自
分
の
文
章
の
よ
さ
を
振
り
返
る
。

・
文
章
全
体
の
構
成
や
書
き
表
し
方
な
ど
に
着
目
し
て
、
文
や
文
章

を
整
え
る
こ
と

（
〔
Ｂ
書
く
こ
と
〕
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年

オ
）

・
文
章
全
体
の
構
成
や
展
開
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
文
章

に
対
す
る
感
想
や
意
見
を
伝
え
合
い
、
自
分
の
文
章
の
よ
い
と
こ

ろ
を
見
付
け
る
こ
と

（
〔
Ｂ
書
く
こ
と
〕
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年

カ
）

●
文
章
全
体
の
構
成
に
着
目
し
て
文
章
を
整
え
た
り
、
文
章
に
対
す
る
感
想
や
意
見
等
を
伝
え
合
い
、
自
分
の
文
章
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

出
題
の
趣
旨

ど
う
し
た
ら
み
ん
な
に
自
分
の
考
え
が
分

か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
な
文
章
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

島
谷
さ
ん
の
文
章
と
、島
谷
さ
ん
が
川
口

さ
ん
と
伝
え
合
っ
て
い
る
様
子
か
ら
、
が
ん

ば
り
た
い
こ
と
が
伝
わ
る
文
章
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
よ

う
。

①②②

③

３

経
験
を
基
に
考
え
た
こ
と
を
書
く
（六
年
生
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
）

❶❷
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【全体を通して】
・昨年度の問題と比較すると、大問数と小問数および、選択式の問題、短答式の問題、記述式の問題
の数が全て同じであった。
・基本的な計算問題や、複数の円グラフから問いに適した円グラフを選択し、データの特徴や傾向を
読み取るなど、知識・技能をみる問題が９問出題された。
・果汁入りの飲み物について、問題場面の数量の関係に着目し、基準量、比較量、割合の関係や、伴っ
て変わる二つの数量の関係について考察する力が問われた。
・コンピュータを用いて様々な図形を作図する際、図形を構成する要素やそれぞれの関係に着目して、
示された作図の手順を基にどのような図形ができるかについて判断したり、作図の仕方を筋道立て
て説明したりする力が問われた。

小学校 算数

【読み解く力に関連する問題】
〇大問２ 二つの数量の関係について考察すること（果汁の割合）において
・百分率で表された割合と基準量から、比較量を求めることができるかどうかをみる。
・示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを理解しているかどうか
をみる。
・伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて、未知の数量の求め方と答えを、
式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。

〇大問３ 目的に応じてデータの特徴や傾向を捉え考察すること（お楽しみ会・交流
会）において
・表の意味を理解し、全体と部分の関係に着目して、ある項目に
当たる数を求めることができるかどうかをみる。
・目的に応じて円グラフを選択し、必要な情報を読み取ることが
できるかどうかをみる。
・加法と乗法の混合したポイント数の求め方を解釈し、他の場合のポイ
ント数の求め方と答えを式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆事象を数理的に捉えて算数の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決する過
程を大切にした授業・単元を計画する。
・日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理したり、算数の学習場面から見いだした
りした問題を自立的、協働的に解決し、その過程や結果を振り返って統合・発展させたり
する過程を大切にする。この過程の中で、児童の「考えてみたい」「友だちの考えも聞き
たい」「この問題を何とか解決したい」という気持ちを喚起させ、終末には、「解決でき
てよかった」を実感できるようにする。

(大問２より）
□ 日常の具体的な場面に対応させながら割合について理解したり、図や式などを用いて基
準量、比較量、割合の関係を捉えたりするような場面を設定する。

□ 伴って変わる二つの数量の間にある比例の関係を見いだし、その比例の関係を用いて、
未知の数量を求めるような活動を設ける。

(大問３より）
□ 目的に応じて、表やグラフを読み取り、データの特徴や傾向を捉え考察する場面を設け
る。

□ 問題場面の数量の関係に着目し、関係を式に表したり、式の意味を読み取ったりするこ
とができるような活動を設ける。
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○調査問題の一覧 小学校算数

（１）

３(１)
ア(ウ)
３（３）
ア(イ)
４（７）
ア(ア)

〇 〇

（２）
５(１)
ア(イ) 〇 ○

（３）

３(４)
イ(ア)
４（３）
ア(イ)

〇 〇

（４）
４(２)
イ(ア) 〇 〇

（１）
５(３) 
ア(イ)　 ○ ○

（２）
５(３)
ア（イ) ○ ○

（３）
５(３)
ア(ア)　 ○ ○

（４） 　
５(１)
イ(ア) ○ ○

（１）
４(６)
ア(ア)

３(１)
ア(ア)　

　
○ 〇

（２）
３(１)
ィ(ア)　

　
〇 ○

（３）
５(１)
ア(ア)　

　
○ ○

（４）

4(６)
ア(ア)
イ(ア)

　

○ ○

（１）

３(1)
ア(ア)
４(５)
ア(ア)
イ(ア)

○ 〇

（２）
　

２(１)
ア(イ) 〇 ○

（３）
　　 ４(１)

ア(イ) ○ 〇

（４）
 ４(１)
ア(イ)
イ(ア)
　　

○ 〇

2⃣

1年生と6年生が希望する遊びの割合を調
べるためのグラフを選び，そのグラフから割
合が一番大きい遊びを選ぶ

目的に応じて円グラフを選択し，必要な
情報を読み取ることができる

3⃣

果汁が含まれている飲み物の量を半分にし
たときの，果汁の割合について正しいもの
を選ぶ

示された場面のように，数量が変わって
も割合は変わらないことを理解している

果汁が30％含まれている飲み物に果汁が
180ｍＬ入っているときの，飲み物の量の求
め方と答えを書く

伴って変わる二つの数量が比例の関係
にあることを用いて，未知の数量の求め
方と答えを記述できる

表の意味を理解し，全体と部分の関係
に着目して，ある項目に当たる数を求め
ることができる

分類整理されたデータから，全員の希望が
一つは通るように，遊びを選ぶ

分類整理されたデータを基に，目的に応
じてデータの特徴を捉え考察できる

1年生の希望をよりかなえるためのポイント
数の求め方と答えを書く

加法と乗法の混合したポイント数の求め
方を解釈し，ほかの場合のポイント数の
求め方と答えを記述できる

長方形のプログラムについて，向かい合う
辺の長さを書く

図形を構成する要素に着目して，長方
形の意味や性質，構成の仕方について
理解している

辺の長さや角の大きさに着目し，ひし形を
かくことができるプログラムを選ぶ

図形を構成する要素に着目して，ひし形
の意味や性質，構成の仕方について理
解している

示されたプログラムについて，正三角形を
かくことができる正しいプログラムに書き直
す

正三角形の意味や性質を基に，回転の
大きさとしての角の大きさに着目し，正
三角形の構成の仕方について考察し，
記述できる

14と21の最小公倍数を求める
二つの数の最小公倍数を求めることが
できる

カップケーキ7個分の値段を，1470÷３で求
めることができるわけを書く

示された場面を解釈し，除法で求めるこ
とができる理由を記述できる

果汁が25％含まれている飲み物の量を基
にしたときの，果汁の量の割合を分数で表
す

百分率で表された割合を分数で表すこと
ができる

評価の観点

A
　
数
と
計
算

B
　
図
　
　
形

C
　
測
　
　
定

D
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

問題形式

選
　
択
　
式

短
　
答
　
式

記
　
述
　
式

C
　
変
化
と
関
係

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

1050×４を計算する
被乗数に空位のある整数の乗法の計算
をすることができる

85×21の答えが1470より必ず大きくなるこ
とを判断するための数の処理の仕方を選ぶ

示された場面において，目的に合った数
の処理の仕方を考察できる

果汁が40％含まれている飲み物の量が
1000ｍＬのときの，果汁の量を書く

百分率で表された割合と基準量から，比
較量を求めることができる

示されたプログラムでかくことができる図形
を選ぶ

示された作図の手順を基に，図形を構
成する要素に着目し，平行四辺形である
ことを判断できる

1⃣

表のしりとりの欄に入る数を求める式と答え
を書く

4⃣
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二つの数量の関係について考察すること（果汁の割合）２

出題の
趣旨

●問題場面の数量の関係に着目し、基準量、比較量、割合の関係や、伴って変わる二つの数量
の関係について考察することができるかどうかをみる。

２ （４）

・果汁が30％で果汁の量
が30ｍＬのときの飲み物
の量を求める。

①必要な情報を
確かに取り出す

伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて、未知の数量の

求め方と答えを、式や言葉を用いて記述できる。

②情報を比較し、
関連付けて整理する

・果汁の量が60ｍＬ、90ｍＬ
のときの飲み物の量を求
め、表にまとめる。

・伴って変わる果汁の量と飲
み物の量が比例関係にある
ことを用いて、未知の数量の
求め方を、式や言葉を用い
て表現する。

③自分なりに解決し、
知識を再構築する

果汁の割合と
果汁の量が
わかっている
とき、飲み物
の量を求める
ことができる
かな？

正答 （４）
（例）果汁の量は、180÷30＝６

で、６倍になっています。果汁の
量が６倍になると飲み物の量も
６倍になるので、飲み物の量は、
100×６＝600で、
600ｍＬになります。

【答え】 600ｍＬ

果汁の量が２倍、３倍に
なると飲み物の量も２倍、
３倍になっているね。
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目的に応じてデータの特徴や傾向を捉え考察すること(お楽しみ会・交流会）３

出題の
趣旨

●日常生活の問題を解決するために、目的に応じて、表やグラフを読み取り、データの特徴や傾向を
捉え考察できるかどうかをみる。

加法と乗法の混合したポイント数の求め方を解釈し、ほかの場合のポイント数の
求め方と答えを式や言葉を用いて記述できる。

人数の合計が一
番多い遊びは
「縄跳び」だけど、
１年生の希望者
は少ないなぁ。１
年生の希望をよ
りかなえてあげ
たいな。

正答
（４）
（例）かくれんぼを希望している人数は、
１年生が14人、６年生が８人なので、
かくれんぼのポイント数は、
10×14＋５×８で180ポイントです。

【答え】 180ポイント

日常生活の事象
を数学化すると
ころは丁寧に扱
いたいですね。

日常生活の事象を数理的に捉え、
問題を見いだすこと

３ （４）

・表から、あかりさんの式
の意味を理解するために
必要な情報を取り出す。

①必要な情報を
確かに取り出す

②情報を比較し、関連
付けて整理する

・式や言葉を用いてポイント
数の求め方を表現する。

③自分なりに解決し、
知識を再構築する

・あかりさんの求め方をもと
にして、「かくれんぼ」のポ
イント数を求める。

問題解決に向けて、
問題を焦点化すること

焦点化した問題を数学的に解釈し、数
学的な表現を用いて筋道立てて説明す
ること

解決過程や結果を振り返り、意味づけ
たり、活用したりすること

１年生の希望は１人につき10ポ

イント、６年生の希望は１人につき
５ポイントとすると、１年生の希望
をよりかなえられないかな。

１年生と６年生では、
１人分のポイントをか
えてみたらどうかな？
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【全体を通して】
・Ｈ３０年度と比較すると、小問が１問増えて17問となった。そのうち、選択式の問題が２
問減り11問、短答式の問題が２問増え３問、記述式の問題が１問増え３問となった。
・過去の調査と関連する問題として、自ら見通しをもって問題解決に取り組む中で習得した
知識を活用できるか、また、実験器具の名称の理解やその正しい扱い方を身に付けているか
問われた。
・問題解決の過程を踏まえた実際の授業を想定した文脈で出題されており、その過程の中か
ら、児童自身が課題を見いだす力が重視されている。また、観察などで得た結果を他者の気
付きの視点で分析して解釈し、自分の考えをもつことができるかどうか問われた。
・前回の調査においても課題が見られた、予想が確かめられた場合に得られる結果を見通し
て、問題を解決するまでの道筋を構想し、自分の考えをもつことができるかについて今回も
問われた。
・問題解決の過程において自他の考えの比較を通して、問題に対するまとめを検討・改善し、
より妥当な考えをつくりだす力が問われた。また、観察・実験を通して、その問題に対する
まとめに正対した視点で記録をすることが求められている。

小学校 理科

【読み解く力に関連する問題】
○大問２ 粒子に関する問題において、
・自然の事物・現象から得た情報を、他者の気付きの視点で分析して解釈できるかどうかを
みる。

・解釈したことから自分の考えをもち、その内容を記述できるかどうかをみる。

〇大問４ 地球に関する問題において、
・観察などで得た結果を、結果からいえることの視点で分析して
解釈し、自分の考えをもつことができるかどうかをみる。

・結果からいえることの根拠を示すことができるかどうかをみる。

【指導改善のポイント】
☆問題解決の活動の充実と日常や社会との関連を大切にした授業・単元を計画する。
・児童が、目的意識をもって学習活動に取り組めるような課題を設定する。
・目的に応じて情報を比較・分析・整理したり、他者とのやりとりから知識を再構築した
りする具体的な学習場面を設定する。

（大問２より）
□ 子どもたちが話し合う中で、自分や他者の気付きをもとに、共通点や差異点を捉え、新
たな課題を見いだしていくような学習活動を行うようにする。

□ 観察、実験などの方法を具体的に見通す場面を設定する。

（大問４より）
□ 資料から結論を導き出すために、必要な数量、変化の大きさなどの特徴を見つけ、自分
の考えをもち、それを表現し、他者と意見交換するような学習活動を行うようにする。

□ 自分の予想にとらわれずに結果と結果からいえることの両方を整理して表現する場面を
設定する。
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○調査問題の一覧 小学校理科

(1)

３Ｂ
(１)
ア
(ア)
(イ)
※

〇 〇

(2)

３Ｂ
(１)
ア
(イ)
※

〇 〇

(3)

３Ｂ
(１)
ア
(イ)

〇 〇

(4)

３Ｂ
(１)
ア
(ア)
(イ)
※

〇 〇

(5)

３Ｂ
(１)
ア
(ア)
(イ)
※

〇 〇

(1)

４A
(２)
ア

(ウ)

〇 〇

(2)

４A
(２)
ア

(ウ)

〇 〇

(3)

４A
(２)
ア

(ウ)
５A
(１)
ア

(ウ)
※

〇 〇

(4)

４A
(２)
ア

(ウ)
５A
(１)
ア

(ウ)
※

〇 〇

(1)

３A
(３)
ア
(ア)

〇 〇

(2)

３A
(３)
ア
(ア)
(イ)

〇 〇

(3)

３A
(３)
ア
(ア)
(イ)
※

３B
(２)
ア
(ア)
※

〇 〇

(4)

３A
(３)
ア
(ア)
(イ)
※

〇 〇

(1)

４B
(４)
ア
(ア)
※

〇 〇

(2)

４B
(４)
ア
(ア)
※

〇 〇

(3)

４B
(４)
ア
(ア)
※

〇 〇

(4)

４A
(２)
ア

(ウ)

４B
(４)
ア
(イ)

〇 〇

問題に対するまとめを導きだすことができるように，実験の
過程や得られた結果を適切に記録している

凍った水溶液について，試してみたいことを基に，見いだされ
た問題を書く

自然の事物・現象から得た情報を，他者の気付きの視点で
分析して，解釈し，自分の考えをもち，その内容を記述でき
る

育ち方と主な食べ物の二次元の表から気付いたことを基に，
昆虫の食べ物に関する問題を見いだして選ぶ

提示された情報を，複数の視点で分析して，解釈し，自分の
考えをもつことができる

見いだされた問題を基に，観察の記録が誰のものであるかを
選ぶ

一定量の液体の体積を適切にはかり取る器具の名称を書く メスシリンダーという器具を理解している

問題を解決するために必要な観察の視点を基に，問題を解
決するまでの道筋を構想し，自分の考えをもつことができる

自分で発想した予想と，実験の結果を基に，問題に対する
まとめを検討して，改善し，自分の考えをもつことができる

自分の観察の記録と新たに追加された他者の観察の記録を
基に，問題に対するまとめを見直して書く

自分で行った観察で収集した情報と追加された情報を基
に，問題に対するまとめを検討して，改善し，自分の考えを
もち，その内容を記述できる

夜の気温の変化について，他者の予想を基に，記録の結果を
表したグラフを見通して選ぶ

予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して, 問題
を解決するまでの道筋を構想し，自分の考えをもつことがで
きる

結果からいえることは，提示された結果のどこを分析したもの
なのかを選ぶ

観察などで得た結果を，結果からいえることの視点で分析し
て，解釈し，自分の考えをもつことができる

資料を基に，カブトムシは育ち方と主な食べ物の特徴から二
次元の表のどこに当てはまるのかを選ぶ

実験の結果から，問題の解決に必要な情報が取り出しやすく
整理された記録を選ぶ

鏡ではね返した日光の位置が変化していることを基に，継続
して同じ条件で実験を行うために，実験の方法を見直し，新た
に追加した手順を書く

自分で発想した実験の方法と，追加された情報を基に，実
験の方法を検討して，改善し，自分の考えをもつことができ
る

問題に対するまとめから，その根拠を実験の結果を基にして
書く

実験で得た結果を，問題の視点で分析して，解釈し，自分の
考えをもち，その内容を記述できる

光の性質を基に，鏡を操作して，指定した的に反射させた日
光を当てることができる人を選ぶ

日光は直進することを理解している

水溶液の凍り方について，実験の結果を基に，それぞれの水
溶液が凍る温度を見いだし，問題に対するまとめを選ぶ

水50ｍLをはかり取る際に，メスシリンダーに入れた水の量を
正しく読み取り，さらにスポイトで加える水の量を選ぶ

メスシリンダーの正しい扱い方を身に付けている

観察などで得た結果を，他者の気付きの視点で分析して，
解釈し，自分の考えをもつことができる

昆虫の体のつくりの特徴を基に，ナナホシテントウが昆虫であ
るかどうかを説明するための視点を選ぶ

昆虫の体のつくりを理解している

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

」
を
柱
と
す
る
領
域

「
粒
子

」
を
柱
と
す
る
領
域

「
生
物

」
を
柱
と
す
る
領
域

「
地
球

」
を
柱
と
す
る
領
域

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

問
題
番
号

問題の概要 出題の意図

学習指導要領の区分・領域 評価の観点

冬の天気と気温の変化を基に，問題に対するまとめを選ぶ
観察で得た結果を，問題の視点で分析して，解釈し，自分の
考えをもつことができる

鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は，何が変化したものかを
書く

水は水蒸気になって空気中に含まれていることを理解して
いる

1⃣

2⃣

3⃣

4⃣
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２ （４）

①必要な情報を確かに取り出す

比較の考え方を働かせながら、自分や他者の気付きをもとに、共通点や差異点を
捉え、新たな課題を見いだす事ができる。

（４）（例） ほかの水よう液をこおらせた物は、水
にしずむのだろうか。

・砂糖水をこおらせた物は、
水に入れてもしずんだことか
ら仲間との対話を通して情
報を整理する。

・実験結果から、水をこおら
せた物は、紅茶に入れると
うかんだが、砂糖水をこお
らせた物は、しずんだことを
確認する。

粒子に関する問題２

出題の
趣旨

自然の事物・現象から得た情報を、他者の気付きの視点で分析して解釈し自分の考
えをもち、その内容を記述できるかどうかをみる。

正答

②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

・試してみたいことをもとに他
の水よう液に対象を広げて、
新たな課題を見いだす。

ミョウバンを溶かした水よう液や食塩水な
どをこおらせた物でも、試してみたいね。

他の水よう液でも同じことがいえるのか試
してみるのは大切ですね。
次の課題は、どう表現したらよいでしょう。

砂糖水をこおらせた
物は、紅茶に入れると
しずんだよ。

砂糖水をこおらせ
た物は、紅茶に入れ
ても水に入れても結
果は同じだったね。
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４ （３）

①必要な情報を確かに取り出す

提示された資料から数量、変化の大きさなどの特徴を読み取り、自分の考えを言葉
で表現することができる。

（３）ア、ウ

・結果やグラフのどの部分か
らどんなことがいえるのか、
天気や気温を比較しながら
整理する。

・観察、実験から得られた結
果を表やグラフにまとめ、数
量や変化の大きさなどの特
徴を確認する。

地球に関する問題４

出題の
趣旨

観察などで得た結果を、結果からいえることの視点で分析して解釈し、自分の考えを
もつことができるかどうかをみる。

正答

②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

・やりとりを通して気付いたこ
とを踏まえながら、問題に対
して、より妥当なまとめにな
るように、自分の考えを言
葉で表現する。

冬の夜は気温が下がり続けて、く
もった夜より晴れた夜は気温が急激
に下がっていることがわかったよ。

夜はいつも気
温が下がって
いるよ。

夜の天気によって気温の
下がり方が違う気がするな。

確かに、晴れた夜は７度も
下がっているね。

 13



【全体を通して】
・大問数４問は過去３年と同じである。小問数14問は昨年度と比較すると、短答式の問題が
２問増えて５問、記述式の問題が１問減って３問であった。

・授業における１人１台端末によるＩＣＴを効果的に活用している場面（スピーチの動画の
共有・文書作成ソフトを用いた意見文の下書きの作成と共有、情報の収集）を設定した問
題が出題された。題材は、オンラインで人と会話をするときに気を付けることや、先端技
術との関わり方等、身近にある社会的な話題が扱われていた。

・記述式の問題において、資料や文章から必要な情報を取り出したり、他者からの助言を踏
まえたりして、自分の考えをまとめ、伝えたいことが分かりやすく伝わるように工夫する
力が問われた。例年と同様、字数制限は設けられていない。

・助動詞の働きや漢字の書き取り、表現の技法、語句の意味につい
ては、大問の中の小問として一体的に出題された。書写については
大問として出題され、行書の特徴を踏まえた書き方や、漢字の行書とそれに調和した仮名
の書き方等について問われた。

中学校 国語

【読み解く力に関連する問題】
〇大問１ 共有（スピーチの動画を見せて、友達から助言をもらう場面）において、以下の
資質・能力をみている。

・聞き手に関心をもってもらい、自分の考えが分かりやすく伝わるように話し方を工夫でき
るかどうか。

〇大問２ 意見文の下書きに対する友達のコメントを踏まえて推敲する場面において、以下
の資質・能力をみている。

・自分の意見とそれを支える根拠となる資料の選択、必要な情報の整理の仕方、引用の仕方
や出典の示し方ができるかどうか。

・文章の展開を意識し、具体例を加えるなど、自分の考えが分かりやすく伝わるように文章
を工夫できるかどうか。

〇大問３ 文学的文章を読み、登場人物の気持ちの変化を捉える問題において、以下の資
質・能力をみている。

・目的に応じて場面と場面、場面と描写などを結び付けたり、登場人物の言動の意味などに
ついて考えたりしながら、内容を解釈することができるかどうか。

〇大問４ 書写の授業で書いた文字を共有する場面において、以下の
資質・能力をみている。

・友達や先生からの助言を基に、生徒自らが行書の特徴に気付き、
どのようにすれば、漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方が
できるかを理解し、書き直すことができるかどうか。

【指導改善のポイント】
☆単元でねらいとする資質・能力を育成できる適切な言語活動や学習課題の設定
□生徒にとって身近にある話題を選ぶことによって、生徒が主体的に取り組み、単元を通
して目的意識をもち続けられる言語活動や学習課題を設ける。

□情報の扱い方に関する事項等の〔知識及び技能〕に関する指導事項を〔思考力・判断
力・ 表現力等〕と関連付けて指導し、生徒が実際に使う機会を設けることで定着でき
る言語活動や学習課題を設ける。

☆自分の考えを適切に表現し、伝える力を高める学習展開の工夫
□生徒にとって、他者とのやりとりに必然性を感じられる学習を展開する。
□ＩＣＴを活用し、効果的に他者との共有場面を設定することにより、自分の考えを振り
返り、再度自分の考えを形成したり、新しい考えを生み出したりする学習を展開する。
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○調査問題の一覧 中学校国語

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関

す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と 書
く
こ
と

読
む
こ
と

一
１
ウ

〇 〇

二
２
エ

〇 〇

三
１
ア

１
ウ

〇 〇 〇

一
２
オ

〇 ○

二
①

２
ウ

〇 〇

二
②

２
ウ

〇 〇

三
１
イ

１
ウ

〇 〇 〇

一
１
オ

〇 〇

二
１
ウ

〇 〇

三
１
イ

〇 〇

四
１
ウ

〇 〇

一
１エ
(ｲ)

〇 〇

二
２ウ
（ｱ）

〇 〇

三
２ウ
（ｱ）

〇 〇

3⃣

4⃣

場面と場面，場面と描写などを
結び付けて，内容を解釈する

場面の展開や登場人物の心
情の変化などについて，描写
を基に捉える

漢字を書く （のぞく）

行書の特徴を踏まえた書き方について
説明したものとして適切なものを選択
する

漢字の行書の読みやすい書き
方について理解する

漢字の行書とそれに調和した
仮名の書き方を理解する

行書の特徴を理解する

「陽炎みたいに揺らめきながら」に使わ
れている表現の技法の名称を書き，同
じ表現の技法が使われているものを選
択する

表現の技法について理解する

漢字を書く （よろこんで）

農林水産省のウェブページにある資料
の一部から必要な情報を引用し，意見
文の下書きにスマート農業の効果を書
き加える

自分の考えが伝わる文章にな
るように，根拠を明確にして書
く

「途方に暮れた」の意味として適切なも
のを選択する

事象や行為，心情を表す語句
について理解する

話の展開に沿って「おれ」の行動や心
情を並べ替える

「おれ」は何を「なるほど」と思ったのか
について，話の展開を取り上げて書く

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度

学習指導要領の内容 評価の観点

知識及び技能 思考力，判断力,表現力等 知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1⃣

スピーチの一部を呼びかけたり問いか
けたりする表現に直す

聞き手の興味・関心などを考
慮して，表現を工夫する

話の進め方のよさを具体的に説明した
ものとして適切なものを選択する

論理の展開などに注意して聞
く

文脈に即して漢字を正しく書く

スピーチのどの部分をどのように工夫
して話すのかと，そのように話す意図を
書く

自分の考えが分かりやすく伝
わるように表現を工夫して話す

意見文の下書きの一部について，文末
の表現を直す意図として適切なものを
選択する

助動詞の働きについて理解
し，目的に応じて使う

2⃣

最初に書いた文字の漢字のバランスに
ついて説明したものとして適切なものを
選択する

書き直した文字の「と」の書き方につい
て説明したものとして適切なものを選択
する
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自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話すことができる。

③
再
構
築
す
る
。

・
解
釈
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
。

冒
頭
か
ら
同
じ
調
子
で
話
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
け
れ
ど
、伝
え
た
い
内
容
に
関
係
す
る
こ
と
は
、
ゆ
っ
く
り
大

き
な
声
で
話
さ
な
い
と
伝
わ
り
に
く
い
ん
だ
ね
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
離
れ
た
場
所
に
い
る
人
と
会
話
を
す
る
こ

と
」
と
い
う
部
分
以
外
で
、
伝
え
た
い
内
容
に
関
係
す
る
と
こ

ろ
を
探
し
て
み
よ
う
よ
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も
、・・・大
事
だ
っ
た
の
で
す
。」
は
特

に
伝
え
た
い
部
分
だ
か
ら
、他
の
部
分
よ
り
も
大
き
な
声
で
話

す
こ
と
で
、聞
き
手
に
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
ね
。

他
に
も
、印
象
を
強
め
た
い
部
分
は
、聞
い
て
い
る
人
た
ち
に

視
線
を
向
け
て
話
す
の
も
効
果
的
じ
ゃ
な
い
か
な
。

「
相
手
の
反
応
を
・
・
・で
き
て
い
な
い
」
は
、課
題
な
の
で
、
語

調
を
強
め
る
と
よ
い
と
思
う
よ
。

共
有
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
相
手
の
反
応
に
注
意
し
て
、

自
分
の
考
え
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
な
表
現
の
工

夫
を
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
し
よ
う
。

正
答
例

・
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も
、
相
手
が
話
し
た
こ
と
に
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
、
相
手
の
話
を
受

け
て
さ
ら
に
質
問
を
し
た
り
す
る
よ
う
に
意
識
す
る
こ
と
が
大
事
だ
っ
た
の
で
す
。
」
と
い
う

部
分
が
一
番
伝
え
た
い
こ
と
な
の
で
、
他
の
部
分
よ
り
も
大
き
な
声
で
話
す
。

・
私
は
、
自
分
が
一
番
伝
え
た
い
こ
と
に
着
目
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
「
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
は

っ
と
し
ま
し
た
。
」
の
後
に
少
し
間
を
取
り
ま
す
。

・
「
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え
た
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
部
分
の
語
調

を
強
め
て
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

 16



１

聞
き
手
の
興
味
・関
心
な
ど
を
考
慮
し
て
、
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
（「最
近
気
に
な
っ
た
こ
と
」）

聞き手の興味・関心などを考慮して、表現を工夫することができる。

○
学
習
の
目
的
を
理
解
し
、
見
通
し
を
も
つ
。

出
題
の
趣
旨

【言
語
活
動
】

「最
近
気
に
な
っ
た
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
伝
え
合
お
う

【学
習
の
流
れ
】
①
川
口
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
、
考
え
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
表
現
の
工
夫
と
そ
の
よ
う
に
話
す
意
図
を
考
え
、
伝
え
合
う
。

②
「最
近
気
に
な
っ
た
こ
と
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫

し
た
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
伝
え
合
う
。

・
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
が
分
か
り

や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と

（
〔
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
〕
第
一
学
年

ウ
）

・
音
声
の
働
き
や
仕
組
み
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

（
〔
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項
〕
第
一
学
年

ア
）

聞
き
手
の
興
味
・関
心
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
が
分

か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
が
単
元
の
目

標
だ
な
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、川
口
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
、ど
の
部
分

を
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
話
し
て
い
る
か
、そ
の
意
図
も
捉
え
て
、

ス
ピ
ー
チ
で
伝
え
合
う
学
習
に
取
り
組
む
ん
だ
ね
。

ど
う
し
た
ら
み
ん
な
に
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
て
、
自

分
の
考
え
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
な
話
し
方
が
で
き
る

ん
だ
ろ
う
。

聞
き
手
の
興
味
・関
心
や
情
報
量
を
考
え
な
が
ら
、聞
き
手
に
応

じ
た
語
句
を
選
択
し
た
り
、
話
す
速
度
や
音
量
、
言
葉
の
調
子
や

間
の
取
り
方
、言
葉
遣
い
に
注
意
で
き
る
と
よ
い
ね
。

伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
る
の
か
、
自
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
撮
影
し
た

動
画
を
友
達
に
見
せ
て
助
言
を
も
ら
い
た
い
な
。

①
情
報
を
取
り
出
す
。

②
情
報
を
分
析
・
整
理
を
す
る
。

・
川
口
さ
ん
の
話
し
方
に
対
す
る
田
中
さ

ん
の
助
言
を
踏
ま
え
、
話
し
方
の
工
夫

と
そ
の
意
図
を
考
え
る
。

・
他
者
の
考
え
と
比
較
し
、
自
分
の
考
え

を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
。

田
中
さ
ん
は
、
ス
ピ
ー
チ
の
冒
頭
を
、
聞
き
手
を

引
き
付
け
る
た
め
に
、
呼
び
か
け
た
り
問
い
か
け
た

り
す
る
表
現
に
す
る
よ
う
助
言
し
て
い
る
ね
。

で
は
、
「
皆
さ
ん
、
最
近
、
ふ
だ
ん
の
生
活
が
い
つ

も
と
違
う
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
せ
ん

か
。」
と
修
正
し
て
み
て
は
ど
う
か
な
。

１人１台端末を用いて自分の

スピーチを動画で記録することで、

共有しやすくなります。
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【全体を通して】
・昨年度と比較すると、小問数は２問減った。選択式の問題が２問増え、短答式の問題が４
問減った。記述式の問題は同数であった。

・問題の前半に簡単な連立二元一次方程式を解く問題や一次関数の変化の割合の意味を問う
問題等、基本的な知識・技能を問う問題が５問出題された。

・自然数を素数の積として表す問題や多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の意
味の理解を問う問題や箱ひげ図から分布の特徴を読み取る問題等、学習指導要領の改訂で
移行された内容や新たに指導する内容に関する問題が出題された。

・二酸化炭素の削減量について、得られたデータを基に目標を達成するまでの日数を求める
方法を説明する問題や長方形と正三角形によってできる図形の性質を見いだし、それが成
り立つことを合同な図形の性質等を用いて数学的に説明する問題
等、事象を数学的に解釈し、数学的に説明したり、表現したりす
る力が問われた。

中学校 数学

【読み解く力に関連する問題】
〇大問６ 事象（２つの偶数の和）を数学的に考察する場面において、
・差が４である２つの偶数の和は、４の倍数になるという予想がいつでも成り立つことであ
るかを説明することができるかどうかをみる。

・同じ２つの偶数の和や、差が４である２つの偶数の和以外に、どのような２つの偶数の和
が４の倍数になるかを見いだし、数学的に説明することができるかどうかをみる。

○大問９ 図形の性質を考察する場面（四角形と正三角形）において、
・∠ABEと∠CBFの和が３０°になる理由を示し、∠EBFの大きさが
いつでも６０°になることの説明を完成することができるかど
うかをみる。

【指導改善のポイント】
☆数学的活動の楽しさを実感できる（数や図形に親しむ）授業・単元を計画する。
・事象を理想化したり抽象化したりして、事象に潜む法則を見つけることや、観察、操作、
実験等によって数や図形の性質を見いだし、見いだした性質を発展させる活動等の機会
を設ける。その過程で様々な工夫、驚き、感動や考えることの楽しさを味わえるように
する。

（大問６より）
□ 成り立つ事柄を生徒自ら見いだすことができるように、具体的な数で計算する場面を設
定する。

□ 見いだした事柄について確かめ、事柄が成り立つ理由を説明する活動を充実する。
□ 数に対する理解を深めることができるように、生徒が見いだした事柄を解釈し、説明す
る場面を設定する。

（大問９より）
□ 条件を保ったまま長方形の辺の長さをいろいろ変え、それらの図形の辺の長さや角の大
きさを実測して成り立ちそうな事柄を予想する場面を設ける。

□ 長方形の辺の長さを変えても、ある角の大きさについて成り立つ性質を見いだし、その
性質が成り立つ理由を説明する等の活動を充実する。
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○調査問題の一覧 中学校数学

1⃣
１(1)
ア,イ

○ 〇

2⃣
2(2)
ア
(ウ)

○ ○

3⃣
2(2)
ア
(イ)

○ ○

4⃣
2(1)
ア
(ア)

○ ○

5⃣
1(2)
ア
(ア)

○ ○

(1)
2(１)
ア
(イ)

○ ○

(2)
2(１)
イ
(イ)

〇 〇

(3)
2(１)
イ
(イ)

○ ○

(1)
1(１)
イ
(ア)

○ ○

(2)
2(１)
ア
(ア)

○ ○

(1)
1(1)
ア(ウ)
イ(イ)

○ ○

(2)
1(1)
イ
(イ)

○ ○

(1)
2(2)
ア
(ア)

○ ○

(2)
2(2)
イ
(イ)

○ ○

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

４２を素因数分解をする 自然数を素数の積で表すことができる

数
と
式

図
形

関
数

デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

評価の観点

簡単な連立二元一次方程式を解くことが
できる

ある予想がいつでも成り立つかどうかを示す
ことについて、正しく述べたものを選ぶ

反例の意味を理解している

変化の割合が２である一次関数の関係を表し
た表を選ぶ

一次関数の変化の割合の意味を理解し
ている

容積のふたを投げたときに下向きになる確率
を選ぶ

多数の観察や多数回の試行によって得ら
れる確率の意味を理解している

6⃣

同じ偶数の和である２ｎ＋２ｎ＝４ｎについて、
ｎが９のときどのような計算を表しているかを
書く

問題場面における考察の対象を明確に
捉えることができる

ある偶数との和が４の倍数になる数につい
て、予想した事柄を表現する

結論が成り立つための前提を考え、新た
な事柄を見いだし、説明することができる

差が４である２つの偶数の和が、４の倍数に
なることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり、その意味を
読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を
説明することができる

7⃣

コマ回し大会で使用するコマをヒストグラムの
特徴を基に選び、選んだ理由を説明する

データの傾向を的確に捉え、判断の理由
を数学的な表現を用いて説明することが
できる

箱ひげ図の箱が示す区間に含まれている
データの個数と散らばりの程度について、正し
く述べたものを選ぶ

箱ひげ図から分布の特徴を読み取ること
ができる

9⃣

与えられたグラフにおいて、点Eの座標を書く
与えられた表やグラフから、必要な情報
を適切に読み取ることができる

目標の３００㎏を達成するまでの日数を求め
る方法を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法
を数学的に説明することができる

8⃣

証明で用いられている三角形の合同条件を
書く

証明の根拠として用いられている三角形
の合同条件を理解している

∠ABEと∠CBFの和が３０°になる理由を示
し、∠EBFの大きさがいつでも６０°になること
の証明を完成する

筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由
を説明することができる

２ｘ＋ｙ＝１

ｙ＝ｘ＋４
連立二元一次方程式

を解く
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６ （２）（３）

①必要な情報を確かに取り出す

結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明することができる。

（２）（例） ４（ｎ＋１）
ｎ＋１は整数だから、４（ｎ＋１）は４の
倍数である。したがって、差が４である
２つの偶数の和は、４の倍数になる。

（３）（例） 差が４の倍数である２つの偶数の和は、
４の倍数になる。

４の倍数になることを説明するには、
４×整数の形に表す必要があるね。

・成り立つことを確かめたこ
とを基に、２つの偶数を文
字を用いた式を使って説
明する。

・「差が４である２つの偶数
の和は、４の倍数になる」
ことが成り立つことを確認
する。

構想を立てて説明し、統合的・発展的に考察すること（２つの偶数の和）６

出題の
趣旨

● 事象を数学的に考察する場面で、次のことができるかどうかをみる。

（２）筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明する。
（３）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明する。

正答

②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

・どのような２つの偶数の和
が４の倍数になるかを見い
だし、数学的に表現する。

同じ２つの偶数の和が４の倍数に
なる以外で、２つの偶数の和がどの
ような場合に４の倍数になりますか。
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９ （２）

①必要な情報を確かに取り出す

事柄が成り立つ理由を数学的に説明することができる。

いつも∠ABE＋∠CBF＝30°で
あるならば、∠EBFの大きさは60°
であるといえるね。

・ ∠ABE＋∠CBF＝30°という
ためには、∠AEB＝∠CBF と
∠ABE＋∠AEB＝30°が根拠
になることがわかる。

・長方形の辺の長さを変える
ことで正三角形の辺やBE、
BFの長さが変わること、一方
で∠EBF の大きさが60°で
変わらないことが予想できる。

見いだした図形の性質を、与えられた条件を基に考察すること（四角形と正三角形）９

出題の
趣旨

● 図形の性質を考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。

（２）筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明する。

②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

・ 長方形の辺の長さを変えても∠EBF
の大きさは60°で変わらないが、正

三角形を二等辺三角形にする等、条
件を変えると∠EBF の大きさが60°
にならないのはなぜか説明する。

直角や合同な図形の性質から
∠ABE＋∠CBF＝30°になること

を調べてみましょう。

長方形の辺の長さを変えても、
∠EBF の大きさは60°といえるか

調べてみましょう。

大きさの違う２つの正三角形で

できる図形でも、いつもいえる性質
を考えたことがあったね。

（例） △ABE≡△CBFより、 合同な図形の対応する角は
（２） 等しいから、 ∠AEB＝∠CBF ・・・①

△ABEにおいて、三角形の内角の和は 180°で、
∠EAB＝150°であるから、150°＋∠ABE＋∠AEB＝180°
∠ABE＋∠AEB＝30°・・・②
①、②より∠ABE＋∠CBF＝30°
したがって、∠ABEと∠CBFの和は30°になる。

正答

 21



【全体を通して】
・Ｈ３０年度と比較すると、大問数は１問減り８問となった。小問数は選択式の問題が１問、
短答式が３問、記述式が１問それぞれ減り、２１問となった。

・自然の事物・現象や、日常生活や社会で活用されている科学技術の場面から、問題を見い
だして課題を設定し、生徒が主体的に探究する過程を重視する出題であった。

・課題に正対した考察を行うためのグラフを作成する技能が身に付いているか問われるなど、
習得した知識及び技能を活用できるか問われた。

・前回調査においても課題がみられた、自然の事物・現象に含まれる要因を抽出して整理し、
条件を制御した実験を計画する力とともに、自分や他者の考えを検討して改善する力が今
回も問われた。

・自然の事物・現象への直接的な取組を通して、生徒自ら問題を見い
だし、科学的に探究する学習活動が求められている。

中学校 理科

【読み解く力に関連する問題】
〇大問２ 天気の変化を科学的に探究する問題（「地球」を柱とする領域）において、
・継続的に記録した空の様子を撮影した画像と百葉箱の観測データを天気図に関連付けて、
天気の変化を分析して解釈できるかどうかをみる。

・飛行機雲の残り方を科学的に探究する学習場面において、地上の観測データを用いて考察
を行った他者の考えについて、多面的、総合的に検討して改善できるかどうかをみる。

○大問５ 押して使うばねを科学的に探究する問題（「エネルギー」を柱とする領
域）において、

・力の働きに関する知識及び技能を活用して、物体に働く重力とつり
合う力を矢印で表し、その力を説明できるかどうかをみる。

・課題に正対した考察を行うためのグラフを作成する技能が身に付い
ているかどうかをみる。

・考察の妥当性を高めるために、測定値の増やし方について、測定す
る範囲と刻み幅の視点から実験の計画を検討して改善できるかどう
かをみる。

【指導改善のポイント】
☆生徒が主体的に探究する指導と評価の計画（単元計画）を充実する。
・課題の把握(発見)の過程を大切にし、理科の見方・考え方を働かせながら、科学的に探
究する学習活動に取り組めるよう工夫する。

・探究の過程で、自分の考えを科学的な用語や概念を活用して説明したり、表現したりす
る学習活動を設定する。

・観察、実験の結果を基にあらかじめ個人で考察を行い、自分や他者の考えをより妥当な
ものに検討・改善する場面を設定する。

（大問２より）
□ 観察、実験などの直接体験を基本としつつ、結果の分析や考察する場面などにおいて、
ＩＣＴを活用する機会を設ける。

□ 課題に対して適切に考察する具体的な場面を設定し、「原因として考えられる要因」
について、妥当性を検討して改善する指導を充実する。

（大問５より）
□ 単元や授業で付けたい力(理科で育成を目指す資質・能力)を明確にし、生徒が課題意
識や目的意識をもって探究する場面を設定する。

□ 習得した知識及び技能を活用し、課題に正対する考察を他者に説明したり、表現した
りする学習活動の充実をはかる。
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○調査問題の一覧 中学校理科

(1)
（３）
（ｱ）

〇 〇

(2)
（３）
（ｱ）

〇 〇

(1)
（４）
（ｱ）

〇 〇

(2)
（４）
（ｲ）

〇 〇

(3)
（４）
（ｲ）

〇 〇

(1)
（４）
（ｲ）

〇 〇

(2)
（４）
（ｲ）

〇 〇

(3)
（３）
（ｱ）

（４）
（ｲ）

〇 〇

(1)
（１）
（ｲ）

〇 〇

(2)
（１）
（ｲ）

〇 〇

(1)
（１）
（ｲ）

〇 〇

(2)
（１）
（ｲ）

〇 〇

(3)
（１）
（ｲ）

〇 〇

(1)
（２）
（ｱ）

〇 〇

(2)
（２）
（ｲ）

〇 〇

(3)
（２）
（ｲ）

〇 〇

(1)
（２）
（ｳ）

〇 〇

(2)
（２）
（ｳ）

〇 〇

(1)
（３）
（ｳ）

〇 〇

(2)
（３）
（ｳ）

〇 〇

(3)
（１）
（ｲ）

〇 〇 〇

問
題
番
号

問題の概要 出題の意図

学習指導要領の分野・領域 評価の観点

日常生活や社会の中で物体が静電気を帯びる現象を問うこ
とで，静電気に関する知識及び技能を活用できるかどうかを
みる

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

」
を
柱
と
す
る

領
域

「
粒
子

」
を
柱
と
す
る
領
域

「
生
物

」
を
柱
と
す
る
領
域

「
地
球

」
を
柱
と
す
る
領
域

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

問題形式

選
択
式

短
答
式

記
述
式

飛行機雲の残り方を科学的に探究する学習場面において，
地上の観測データを用いて考察を行った他者の考えについ
て，多面的，総合的に検討して改善できるかどうかをみる

タッチパネルの反応に水が関係しているかを調べるために，
変える条件と変えない条件を適切に設定した実験操作の組
合せを選択する

モデルを便った実験において，変える条件と変えない条件を
制御した実験を計画できるかどうかをみる

観測した気圧と天気図の気圧が異なる理由を空気の柱の長
さで説明する際，適切な長さの変化を選択する

観測した気圧と天気図の気圧が異なる理由を考える学習場
面において，観測地の標高を空間的に捉え，気圧の概念を
空気の柱で説明できるか問うことで，気圧に関する知識及び
技能を身に付けているかどうかをみる

脊椎動物には骨格のつくりに共通点があることから，カラスの
関節Ａに対応するヒトとカエルのあしの関節を選択する

複数の脊椎動物の外部形態の考察を行う場面において，あ
しの骨格について共通性と多様性の見方を働かせながら比
較し，共通点と相違点を分析して解釈できるかどうかをみる

3⃣

分子のモデルで表した図を基に，水素の燃焼を化学反応式で
表す

化学変化に関する知識及び技能を活用して，水素の燃焼を
分子のモデルで表した図を基に化学反応式で表すことがで
きるかどうかをみる

水素を燃料として使うしくみの例の全体を働かせるおおもとを
指摘する

化学変化に関する知識及び技能と「エネルギー」を柱とする
領域の知識及び技能を関連付け，水素を燃料として使うしく
みの例の全体を働かせるおおもととして必要なものを分析し
て解釈できるかどうかをみる

水素を燃料として便うしくみの例の水の質量の変化につい
て，適切なものを選択する

水を電気分解して発生させた水素を燃料として使う仕組み
を探究する学習場面において，粒子の保存性の視点から化
学変化に関わる水の質量が変化しないことを，分析して解
釈できるかどうかをみる

「ばねが縮む長さは，加える力の大きさに比例するか」という
課題に正対した考察を行うために，適切に処理されたグラフ
を選択する

課題に正対した考察を行うためのグラフを作成する技能が
身に付いているかどうかをみる

考察の妥当性を高めるために，測定範囲と刻み幅をどのよう
に調整して測定点を増やすかを説明する

考察の妥当性を高めるために，測定値の増やし方につい
て，測定する範囲と刻み幅の視点から実験の計画を検討し
て改善できるかどうかをみる

気圧，気温，湿度の変化をグラフから読み取り，雲の種類の
変化と関連付けて，適切な天気図を選択する

8⃣

アリが視覚による情報を基に行列をつくるかを調べた実験の
結果を基に，課題に正対した考察を記述する

アリの行列のつくり方を探究する場面において，視覚による
情報を基に行列をつくるかを調べた実験の結果を分析して
解釈し，課題に正対した考察を行うことができるかどうかを
みる

生物Ｘが昆虫類かどうかアリと比較しながら，観点と基準を明
確にして判断する

未知の節足動物とアリの外部形態を比較して共通点と相違
点を捉え，分類の観点や基準を基に分析して解釈できるか
どうかをみる

予想や仮説と異なる実験の結果が出る場合，その意味するこ
とや考えられる可能性について考え，実験の操作や条件制御
の不備の可能性を指摘する

予想や仮説と異なる結果が出る場合について，結果の意味
を考え，観察，実験の操作や条件の制御などの探究の方法
について検討し，探究の過程の見通しをもつことができるか
どうかをみる

5⃣

おもりに働く重力とつり合う力の矢印を選択し，その力につい
て説明する

吸湿発熱繊維に水蒸気を多く含む空気を通した一つの実験
だけで行った考察について，課題に正対しているかどうかを
検討し，必要な実験を指摘する

実験の結果が考察の根拠として十分かどうか検討し，必要
な実験を指摘して，実験の計画を改善できるかどうかをみる

陸上のＢ地点で古生代のサンゴの化石が観察されることにつ
いて，垂直方向の変動だけで推論した他者の考察を検討し，
水平方向の変動も踏まえた推論が必要であることを指摘する

過去の大地の変動について，垂直方向の移動だけで推論し
た他者の考察を，水平方向の移動も踏まえて，検討して改
善できるかどうかをみる

東西方向と南北方向の地層の断面である露頭のスケッチか
ら，地層が傾いている向きを選択する

地層の広がり方について，時間的・空間的な見方を働かせ
ながら，ルートマップと露頭のスケッチを関連付け，地層の
傾きを分析して解釈できるかどうかをみる

6⃣

7⃣

液体が気体に状態変化することによって温度が下がる身近な
現象を選択する

液体が気体に変化することによって温度が下がる身近な事
象を問うことで，状態変化に関する知識及び技能を活用でき
るかどうかをみる

1⃣

2⃣

玄武岩の露頭で化石の観察が可能か判断し，その理由を選
択する

玄武岩の露頭で化石が観察できるかを問うことで，岩石に
関する知識及び技能を活用できるかどうかをみる

力の働きに関する知識及び技能を活用して，物体に働く重
力とつり合う力を矢印で表し，その力を説明できるかどうか
をみる

4⃣

ダイオウグソクムシとダンゴムシのあしの様子が異なることに
ついて，生活場所や移動の仕方と関連付け，その理由を説明
する

節足動物の外部形態の観察結果と調べた内容を，生活場
所や移動の仕方と関連付けて，体のつくりと働きを分析して
解釈できるかどうかをみる

上空の気象現象を地上の観測データを用いて推論した考察
の妥当性について判断する

継続的に記録した空の様子を撮影した画像と百葉箱の観測
データを天気図に関連付けて，天気の変化を分析して解釈
できるかどうかをみる

日常生活の中で，物体が静電気を帯びる現象を選択する
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２ （２）（３）

①必要な情報を確かに取り出す

継続的に気象観測を行い、時間的・空間的な見方を働かせながら、気象要素と天
気の変化を関連付けて捉えることができる。

（２）イ 雲の種類の変化と観測データを温暖前線
の接近によるものであると捉えている。

（３）エ 雲の発生に関する知識を活用し、飛行機
雲の高さの観測データが必要であると判
断している。

天気の変化を科学的に探究する問題（「地球」を柱とする領域）２

出題の
趣旨

● 天気の変化を科学的に探究する学習場面で、次のことができるかどうかをみる。

（２）継続的に記録した空の様子を撮影した画像と百葉箱の観測データを天気図に関連付けて、天
気の変化を分析して解釈できるかどうかをみる。

（３）飛行機雲の残り方を科学的に探究する学習場面において、地上の観測データを用いて考察を
行った他者の考えについて、多面的、総合的に検討して改善できるかどうかをみる。

正答

②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

３日間、西の空
を、同時刻に撮影
した写真では、高
い空にできる雲か
ら、雨を降らせる
雲へと種類が変化
しているよ。

・雲の種類と観測データの変化を温暖
前線の接近によるものであることを、レ
ポートへの記述や発表を通して、科学
的な根拠に基づいて表現する。

・時間の経過とともに、天気が崩れ
てきた原因や、気圧の低下した
根拠について、既習の内容など
と関係付けて、説明する。

・27日～29日の３日間の雲
の変化と、百葉箱の観測
データを確認する。

・地上における百葉箱の観測データと、飛
行機雲の高さの観測データの条件の違
いに気づき、雲の発生に必要な条件に
関して必要なデータを判断する。

29日の12時の気圧配
置を考えるとき、西から
東へ天気が移り変わる
ことをふまえて観測デー
タや天気図を見ていく必
要があるね。

課題に対して妥当であるか
検討して、探究の過程を振り
返ってみましょう。
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５

科学的に探究する活動を通して見いだした規則性や関係性を、日常生活や社会
と関連付けることで、理科を学ぶことの意義や有用性の実感を高める。

（１）つりあう力 ア 知識及び技能を活用している。
力の説明 キ つりあう力の説明を指摘している。

（２）Ａ 実験の結果の表から縦軸に縮む長さを設定し、更に、
データをグラフ上に表した点を適切に処理したグラフを
指摘している。

（３）（例）加える力の大きさを０Nから0.2Nずつ2.0Nまで変化させ
る。

（例）加える力の大きさを4.0Nまで変化させる。

加える力の大きさの測定する範囲を示し、加える力の
大きさの刻み幅を小さくして測定値を増やすことを記
述している。
または、2.0 Nより大きな力で１点又は２点の測定値を
増やすことで、比例かどうかを判断できると考えている。

押して使うばねを科学的に探究する問題（「エネルギー」を柱とする領域）５

出題の
趣旨

●ばねを押すときの力の大きさとばねが縮む長さの関係を科学的に探究する学習場
面において、力の働きに関する知識及び技能を活用できるかどうかをみる。

（１）力の働きに関する知識及び技能を活用して、物体に働く重力とつり合う力を矢印で表し、その
力を説明できるかどうかをみる。

（２）課題に正対した考察を行うためのグラフを作成する技能が身に付いているかどうかをみる。

（３）考察の妥当性を高めるために、測定値の増やし方について、測定する範囲と刻み幅の視点か
ら実験の計画を検討して改善できるかどうかをみる。

①必要な情報を確かに取り出す ②情報を比較し、関連付けて整理する ③自分なりに解決し、知識を再構築する

定規を使って、力
の大きさに比例させ
てかき表すとよかっ
たんだね。

・意見交流を通して、課題解決のため
の改善策を考案する。

・実験の目的に応じて、変化させる
量を設定する。変化した量のデータ
を表に整理し、適切に横軸と縦軸
をとり、グラフを作成する。

・力の働きに関する知識を活
用し、力の大きさや向きを正
しく読みとり、作用点を力の
矢印の始点として正しく示す。

この点のとり方で、課題に対
する考察を正しく行うためのグ
ラフになっているのかな？

力の矢印をかくとき
には、作用点の位置
と矢印の向き、長さに
気をつけましょう。

この実験で、グラフが
直線か、曲線かを判断
するため、新たに実験を
するなら、どんな改善が
できそうですか？

もう少し、精度が高く、誤
差が少なくなるように注意
して、多くのデータを集め
たいな。

自分たちグループの結
果だけでなく、他のグ
ループのデータも参考に
しよう。

（１）（２）（３）

正答
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 児童生徒質問紙  

 

○全体を通して 
 
〔質問数〕 小学校：69項目（昨年度と同じ） 

中学校：69項目（昨年度と同じ） 
 

〔特記事項〕 

・質問数は小中学校ともに 69問で、どちらも同じ内容に関する項目であった。 

・学校でのＩＣＴ機器の活用頻度を尋ねる項目が細分化され、具体的な場面ごとに尋ねられてい   

る。 

・国語についての意識を尋ねる項目が減少し、理科についての意識を尋ねる項目が加えられた。 

・英語についての意識を尋ねる項目、新型コロナウイルス感染拡大による臨時休業期間中のこ

とを尋ねる項目、調査問題の解答時間について尋ねる項目が削除された。 
 

○今年度新たに加えられた項目 

Ｒ４番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

挑戦心，達成感，規範意識，自己有用感等について 

８ 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思う。 

14 困りごとや不安がある時に，先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。 

学習習慣や学習環境等について 

６ 

普段(月曜日から金曜日)，１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマー

トフォンで SNS や動画視聴などをしますか(携帯電話やスマートフォンを

使って学習する時間やゲームをする時間は除きます)。 

19 
家で学校からの課題で分からないことがあったとき，どのようにしていま

すか。当てはまるものを全て選んでください。 

26 読書は好きですか。 

27 自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがある。 

地域や社会に関わる活動の状況等について 

28 
地域の大人に，授業や放課後などで勉強やスポーツを教えてもらったり，一

緒に遊んでもらったりすることがある（習い事の先生は除く）。 

31 放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか。 

ＩＣＴを活用した学習状況について 

33 
学校で，授業中に自分で調べる場面で，PC・タブレットなどの ICT機器を，

どの程度使っていますか（インターネット検索など）。 

35 
学校で，自分の考えをまとめ，発表する場面で，PC・タブレットなどの ICT

機器を，どの程度使っていますか。 

 

 

 26



教科に関する項目について 

59 
算数〔数学〕の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考え

る。 

61 理科の勉強は好きだ。 

62 理科の勉強は大切だ。 

63 理科の授業の内容はよく分かる。 

64 理科の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考える。 

65 理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ。 

66 将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたい。 

67 理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている。 

68 

【小学校】理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かっ

たのか考えている。 

【中学校】理科の授業で，観察や実験の結果をもとに考察している。 

69 
理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返

って考えている。 

 

○令和３年度から分割された項目 

Ｒ４番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

40 
授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめ

る活動を行っていた。 

41 
授業では，自分の思いや考えをもとに，作品や作文など新しいものを創り

出す活動を行っていた。 

 

○令和３年度から文言が変更された項目（※下線部は変更箇所） 

Ｒ４番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

32 
５年生まで〔１，２年生のとき〕に受けた授業で，PC・タブレットなどの

ICT機器を，どの程度使用しましたか。*１ 

34 
学校で，学級の友達〔生徒〕と意見を交換する場面で，PC・タブレットな

どの ICT機器を，どの程度使っていますか。*２ 

*１ 令和３年度は、「コンピューターなどの ICT 機器をどの程度使用しま

したか。」であった。 

*２ 令和３年度は、「他の友達と意見を交換したり、調べたりするために、

どの程度使用していますか。」 
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 学校質問紙  

 

○全体を通して 
 
〔質問数〕 小学校：85問（昨年度より 17問減）  

中学校：83問（昨年度より 19問減） 

※小中学校ともに新型コロナウイルス感染症の影響に関する 

質問項目３問を含む。 
 

〔特記事項〕 

・新型コロナウイルス感染症に関する項目が昨年度の 11問から、今年度は３問に減少した。 

・学校運営に関する状況として、ICTを活用した校務の効率化に関する項目が加えられた。 

・個に応じた指導に関して実施状況を尋ねる項目が加えられた。 

・英語の指導方法に関する項目に代わって、理科の指導方法に関する項目が加えられた。 

・ICTを活用した学習状況について尋ねる項目が増えており、昨年度と同じ内容の質問も含め

て、どのような場面でどの程度活用したのか（ほぼ毎日、週３回以上、週１回以上、月１回

以上、月１回未満等）をより詳しく尋ねる内容となった。 

・家庭学習に関する項目に、保護者への働きかけの有無を尋ねる項目が加えられた。 

 

質問項目の種類 

項目数 新たに 

追加 

あり 

Ｒ４ 

小学校 中学校 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響に関する項目 ３ ３ 〇 

○ 学校規模等 ６ ６  

○ 生徒指導等 ５ ５ 〇 

○ 学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況 11 11 〇 

○ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況  10 10 〇 

○ 総合的な学習の時間，学級活動，特別の教科 道徳の指導方法 ４ ４  

○ 学習評価 ２ ２  

○ 国語科の指導方法 ４ ４  

○ 個に応じた指導 ３ ３ 〇 

○ 算数〔数学〕科の指導方法 ４ ３ 〇 

○ 理科の指導方法 ６ ５ 〇 

○ ＩＣＴを活用した学習状況 12 12 〇 

○ 特別支援教育 １ １  

○ 小学校教育と中学校教育の連携 ３ ３  

○ 家庭や地域との連携等 ５ ５ 〇 

○ 家庭学習 ３ ３ 〇 

○ 調査結果の活用 ３ ３ 〇 

合 計 85 83  
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○今年度新たに加えられた項目 

Ｒ４番号 
質 問 項 目 

小学校 中学校 

新型コロナウイルス感染症の影響に関する項目 

Ⅱ 

令和３年度の新型コロナウイルス感染症の影響による学校の臨時休業等の期

間中（短縮授業・分散登校の期間を含む），家庭での学習としてどのようなも

のを行っていましたか。 

⑾同時双方向型オンラインによる学級活動（ホームルームなど） 

⑿ファイル共有機能等を活用した児童［生徒］による共同編集 

Ⅲ 

調査対象である第６学年の児童［第３学年の生徒］に対して，前年度に，以下

の学校教育活動をどのように実施しましたか。 

⑴運動会［体育祭］・競技会・球技会 

⑵音楽会・合唱コンクール 

⑶学芸会・文化祭 

⑷遠足 

⑸芸術鑑賞会 

⑹職場見学［職場体験活動］ 

⑺集団宿泊活動(修学旅行も含む) 

⑻授業参観・学校公開 

生徒指導等 

11 
スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーによる教育相談に関し

て，児童［生徒］が相談したい時に相談できる体制となっていますか。 

学習運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況 

14 ICTを活用した校務の効率化（事務の軽減）に取り組んでいますか。 

15 

ICTを活用した校務の効率化を通じて，次の業務は軽減しましたか。 

⑴児童［生徒］の出欠・遅刻に関する事務 

⑵家庭への調査等に関する事務（個人面談等の日程調整や学校評価アンケー 

トなど） 

⑶学校からのお知らせ（学校通信等） 

⑷教職員等会議に関する事務 

⑸教職員の書類作成等その他の事務 

22 
校内研修の計画立案，その他の研修に関する業務を行う校務分掌を，誰が担

っていますか（管理職を除く）。 

個に応じた指導 

調査対象である第 6学年の児童〔第３学年の生徒〕に対する指導方法として，前年度に，次のよ

うな指導をどの程度行いましたか。 

43 算数〔数学〕の授業における少人数による指導 

44 算数〔数学〕の授業における習熟度に応じた指導 

45 算数〔数学〕の授業におけるティーム・ティーチングによる指導 
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算数科の指導方法 

49  前年度に，教科担任制を実施していましたか。 

理科の指導方法 

調査対象である第 6学年の児童〔第３学年の生徒〕に対する理科の授業において，前年度までに，

次の指導をどの程度行いましたか。 

50 49 自然の事物・現象から問題を見いだすことができる指導 

51 50 実生活における事象との関連を図った授業 

52 51 
自ら考えた予想や仮説［仮説］をもとに，観察，実験の計画を立てることがで

きるような指導 

53 52 
【小学校】観察や実験の結果を整理し考察する指導 

【中学校】観察や実験の結果を分析し解釈する指導 

54 53 
前年度に，児童［生徒］が観察や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行

いましたか。 

55  前年度に，教科担任制を実施していましたか。 

ＩＣＴを活用した学習状況 

調査対象である第６学年の児童〔第３学年の生徒〕に対する，前年度までの ICT機器の活用状況 

59 57 
あなたの学校では，児童〔生徒〕一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなど

の ICT機器を，授業でどの程度活用しましたか。 

あなたの学校では，調査対象である第 6学年の児童〔第３学年の生徒〕に対して，次のような場

面で児童〔生徒〕一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT機器をどの程度使用させて

いますか。 

60 58 
児童［生徒］が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるインターネット検索

等） 

61 59 児童［生徒］が自分の考えをまとめ，発表・表現する場面 

64 62 

前年度に，児童［生徒］一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT機

器を使って，児童［生徒］が学校外の施設（他の学校や社会教育施設，民間企

業等）にいる人々とやりとりする取組をどの程度実施しましたか。 

67 65 

児童〔生徒〕一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT 機器につい

て，以下のような用途でどの程度活用していますか。 

(1）家庭におけるオンラインを活用した学習 

(2）児童［生徒］のスタディ・ログを活用した学習状況等の確認 

(3）児童［生徒］の特性・学習進度等に応じた指導 

(4）不登校児童［生徒］に対する学習活動等の支援 

(5）特別な支援を要する児童［生徒］に対する学習活動等の支援 
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家庭学習 

調査対象である第６学年の児童〔第３学年の生徒〕に対して，前年度までに，次のような取組を

行いましたか。 

78 76 保護者に対して児童［生徒］の家庭学習を促すような働きかけを行う 

調査結果の活用 

82 80 

令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人

たちに対して公表や説明をどの程度行いましたか(学校のホームページや学

校だよりなどへの掲載，保護者会等での説明を含みます）。 

 

○「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に関する項目 
 

Ｒ４番号 
質 問 項 目 

令和３年度

*３ 小学校 中学校 

調査対象である第６学年の児童〔第３学年の生徒〕は，次の事項にどの程度当てはまりますか。 

23 
児童〔生徒〕は，授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自

分から取り組むことができている 
☆ 

24 

児童〔生徒〕は，授業において，自らの考えがうまく伝わるよう，

資料や文章，話の組立てなどを工夫して，発言や発表を行うことが

できている 

☆ 

25 
児童〔生徒〕は，学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の

考えを相手にしっかりと伝えることができている 
☆ 

26 
児童〔生徒〕は，学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の

考えを深めたり，広げたりすることができている 
☆ 

27 
児童〔生徒〕は，学級やグループでの話合いなどの活動で，相手の

考えを最後まで聞くことができている 
☆ 

調査対象である第６学年の児童〔第３学年の生徒〕に対する指導に関して，前年度までに，次の

ことをどの程度行いましたか。  

28 
授業において，児童〔生徒〕の様々な考えを引き出したり，思考を

深めたりするような発問や指導をした 
 

29 

授業において，児童［生徒］自ら学級やグループで課題を設定し，

その解決に向けて話し合い，まとめ，表現するなどの学習活動を取

り入れた 

☆ 

30 
習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫

をした 
☆ 

31 
各教科等で身に付けたことを，様々な課題の解決に生かすことがで

きるような機会を設けた 
☆ 

32 
教科等の指導に当たって，地域や社会で起こっている問題や出来事

を学習の題材として取り扱った 
 

*３ 令和３年度にも尋ねられた項目に☆を付した。 
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